
融 資 期 間利　率融資限度額融 資 対 象融　資　要　件制度・条件

５年以内
（据え置き３
カ月を含む）

２.２７５％
本人
１.１７５％
市支給
１.１％

５００万円

事業に必要な原材料の
仕入金および給料の支
払いに必要な資金等の
流動的な資金

①個人の場合は、市内に引き続き
１年以上住所を有し、かつ事業
所を市内または隣接５市に有す
ること。法人の場合は、市内に
引き続き１年以上本店所在地を
有すること
②同一事業を引き続き１年以上営
んでいること
③市税の納税義務者で、納付すべ
き市税、事業税および所得税、
または法人税を完納しているこ
と
④適切な事業計画を有し、返済見
込みが確実であること
⑤東京信用保証協会または、東京
都農業信用基金協会の信用保証
を得られること
⑥法人に限り、企業経営上責任あ
る役員（１人）の連帯保証を要
します

運転資金

中

小

企

業

資

金

融

資

７年以内
（据え置き６
カ月を含む）

７００万円

店舗、工場または倉庫
の増改築および機械器
具等の購入に必要な資
金

設備資金

６カ月以内
（据え置きな
し）

２００万円
従業員の夏季または冬
季の一時金支払いに必
要な資金

ボーナス
資　　金

８年以内
（据え置き
１年を含む）

７００万円
工場等において、公害
防止に必要な設備を行
うための資金

公害防止
設備資金

１０年以内
（据え置き
１年を含む）

３,０００万円

街路灯、アーケード、
駐車施設、従業員厚生
施設、その他共同事業
に必要な資金

商 店 街
振興資金

５年以内
（据え置き６
カ月を含む）

３００万円

事業を新規に開始（事
業を開始して１年未満
の方も含む）する際、
必要な原材料および商
品の仕入金、給料の支
払いに必要な資金等の
流動的な資金

上記③・④・⑤・⑥および
・市内に引き続き２年以上住所を
有する方
・同一企業に５年以上勤務し、市
内で同一事業を営もうとする
方、または法律に基づく資格を
有する方で、その事業を創業す
る方

新規開業
運転資金

５年以内
（据え置き１
年を含む）

２.２７５％
本人
０.７７５％
市支給
１.５％

５００万円

運転資金として使用
し、事業に必要な原材
料の仕入金および給料
の支払いに必要な資金
等の流動的な資金

上記①・②・③・④・⑤・⑥およ
び
・最近３カ月間または１年間の売
上高（生産高）が、前３年のい
ずれかの同期と比較して１０％以
上減少していること

緊急資金

不

況

対

策

20.  11.  15

会
員
募
集

　

◆
日
本
画（
杉
の
会
）　

毎

月
第
１
土
曜
日
の
午
前
９
時

半
〜
正
午
、
中
央
図
書
館
で
。

会
費
月
２
０
０
０
円
。
や
さ

し
く
指
導
。
初
心
者
も
お
気

軽
に
。
詳
し
く
は
中
島�
４

５
８
・
６
４
７
０
へ
。

　

◆
楽
し
い
ウ
ク
レ
レ　

月

３
回
、
木
曜
日
の
午
後
１
時

〜
３
時
、
さ
い
わ
い
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
。
入
会
金
２
０
０

０
円
、
会
費
月
４
０
０
０
円
。

初
心
者
歓
迎
。
詳
し
く
は
石

田�
０
８
０
・
３
２
７
７
・

７
１
６
６
へ
。

　

◆
小
学
生
の
バ
ス
ケ
ッ
ト

（
東
京
柏
葉
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
）　

毎
週
、

火
曜
日
の
午
後
５
時
〜
７
時

が
神
宝
小
学
校
体
育
館
、
木

曜
日
の
午
後
５
時
半
〜
８
時

と
土
曜
日
の
午
前
９
時
〜
正

午
が
第
二
小
学
校
体
育
館
で
。

会
費
月
２
０
０
０
円
。
練
習

が
週
１
回
程
度
の
場
合
は
火

曜
日
、
そ
れ
以
上
は
ほ
か
の

曜
日
に
。
詳
し
く
は
有
賀

（
あ
る
が
）�
４
７
２
・
８

４
４
０
へ
。

　

◆
カ
ラ
オ
ケ
（
す
み
れ
唄

の
会
）　

月
４
回
、水
曜
日
の

午
後
１
時
〜
４
時
、さ
い
わ

い
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
。
入
会

金
１
０
０
０
円
、
会
費
月
１

０
０
０
円
。
自
由
に
歌
い
ま

す
。見
学
自
由
。詳
し
く
は
渡

辺�
４
７
３
・
３
７
３
７
へ
。

　

◆
静
物
・
風
景
画
（
軽
い

タ
ッ
チ
で
描
く
水
彩
画
の

会
）　

毎
月
第
１
・
第
３
金
曜

日
の
午
前　

時
〜
正
午
、
中

１０

央
公
民
館
で
。
入
会
金
３
０

０
０
円
、
会
費
月
３
０
０
０

円
。
初
心
者
歓
迎
。
詳
し
く

は
村
田�
４
７
７
・
０
４
４

２
へ
。

　

◆
親
子
フ
ラ
ダ
ン
ス
（
ケ

ニ
ケ
ニ
）　

毎
週
木
曜
日
の

午
後
４
時　

分
〜
５
時　

分
、

２０

１０

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
。
会

費
月
１
５
０
０
円
。
３
歳
児

〜
小
学
６
年
生
。
詳
し
く
は

村
松�
０
９
０
・
３
０
８
０
・

９
５
５
６
へ
。

　

◆
日
本
空
手
協
会
・
東
久

留
米
教
室　

毎
週
日
曜
日
の

午
前　

時
か
ら
と
隔
週
土
曜

１０

日
の
午
後
７
時
か
ら
、
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ほ
か
で
。

会
費
は
高
校
生
以
下
が
月
３

５
０
０
円
、
一
般
が
月
４
０

０
０
円
、
家
族
割
り
引
き
等

あ
り
。
年
長
児
か
ら
。
初
歩

か
ら
丁
寧
に
指
導
。
詳
し
く

は
後
藤�
０
８
０
・
５
６
５

４
・
４
９
３
４
へ
。

　

◆
朝
の
体
操
（
中
健
協　

小
山
台
遺
跡
公
園
体
操
会
）

　

日
曜
日
、
祝
日
、
雨
天
時

を
除
く
毎
日
午
前
９
時
５
分

か
ら
９
時　

分
、
小
山
台
遺

４５

跡
公
園
（
小
山
一
丁
目
）
で
。

入
会
金
１
０
０
０
円
、
会
費

年
２
０
０
０
円
。
毎
日
の
体

操
で
元
気
に
。
見
学
自
由
。

詳
し
く
は
宇
野�
４
７
４
・

２
４
２
０
へ
。

　

◆
社
交
ダ
ン
ス
・
ス
テ
ッ

プ　

毎
週
土
曜
日
の
午
後
１

時
〜
４
時
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ホ
ー
ル
東
本
町
で
。
会
費
１

回
５
０
０
円
。
美
容
と
健
康

の
た
め
、
楽
し
く
踊
り
ま

し
ょ
う
。
詳
し
く
は
大
沢�

０
９
０
・
６
４
８
９
・
４
０

６
２
へ
。

　

◆
社
交
ダ
ン
ス
（
東
久
留

米
ダ
ン
ス
楽
踊
会
）　

毎
週

月
曜
日
の
午
後
６
時
半
〜
８

時
半
、
市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、

会
費
月
３
０
０
０
円
。
初
心

者
・
初
級
。
詳
し
く
は
菅
原

�
０
９
０
・
２
２
１
８
・
４

６
３
６
へ
。

　

◆
社
交
ダ
ン
ス
（
ス
ー
ベ

ニ
ー
ル
）　

毎
週
火
曜
日
の

午
後
６
時
か
ら
、
東
部
地
域

セ
ン
タ
ー
で
。
会
費
月
１
０

０
０
円
。
楽
し
く
踊
り
た
い

女
性
の
方
。
講
師
な
し
。
詳

し
く
は
三
浦�
４
７
７
・
３

６
３
９
（
昼
間
）
で
。

　

◆
や
さ
し
い
中
国
語　

毎

週
水
曜
日
の
午
前
９
時
半
〜

　

時
半
、
西
部
地
域
セ
ン

１１タ
ー
ほ
か
で
。
会
費
月
３
０

０
０
円
。
初
級
（
半
年
程
度
、

勉
強
し
た
方
）。
詳
し
く
は

大
谷�
４
７
４
・
６
２
３
８

（
夜
間
）
へ
。

　

◆
東
京
久
留
米
ひ
ば
り

サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ　

①
土
曜

日
の
午
後
１
時
〜
５
時
②
日

曜
日
の
午
前
８
時
〜
正
午

（
高
学
年
は
木
曜
日
あ
り
）、

第
五
小
学
校
校
庭
・
体
育
館

で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、

会
費
月
２
０
０
０
円
〜
４
０

０
０
円
（
未
就
学
児
は
無
料
）。

５
歳
〜　

歳
。
詳
し
く
は
筑

１２

井
（
つ
く
い
）�
４
６
８
・

７
７
１
７
（
平
日
夕
方
）
へ
。

催

し

　

◆
バ
ザ
ー
（
さ
い
わ
い
保

育
園
父
母
会
）　　

月　

日

１１

３０

（
日
）
午
前　

時
半
〜
午
後

１０

零
時
半
、
さ
い
わ
い
保
育
園

で
。
手
づ
く
り
品
、
模
擬
店
、

日
用
品
等
。
詳
し
く
は
同
園

�
４
７
３
・
３
９
２
３
へ
。

　

◆
バ
ザ
ー
（
は
く
さ
ん
保

育
園
父
母
の
会
）　　

月　
１１

２３

日
（
祝
）
午
前　

時
〜
午
後

１１

２
時
、
は
く
さ
ん
保
育
園
で
。

古
着
・
雑
貨
販
売
。
食
事
あ

り
。
ペ
ッ
ト
と
一
緒
に
入
場

は
で
き
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は

同
園
・
佐
藤�
４
７
３
・
９

６
４
３
へ
。

　

◆
宮
沢
勝
之
ふ
れ
あ
い
コ

ン
サ
ー
ト　

滝
山
（
ひ
つ
じ

in

雲
の
会
）　　

月
６
日
（
土
）

１２

午
後
２
時
開
演
（
１
時
半
開

場
）、
西
部
地
域
セ
ン
タ
ー

３
階
ホ
ー
ル
で
。
入
場
料
１

３
０
０
円
（
小
・
中
学
生
７

０
０
円
）。
詳
し
く
は
安
井

�
０
９
０
・
１
５
４
４
・
０

３
３
０
へ
。

　

◆
バ
ザ
ー
（
し
ん
か
わ
保

育
園
父
母
会
）　　

月　

日

１１

１６

（
日
）
午
前　

時
半
〜
午
後

１０

零
時
半
、
し
ん
か
わ
保
育
園

で
。
雨
天
決
行
。
来
場
は
徒

歩
か
自
転
車
で
。
詳
し
く
は

同
園
・
西
田�
４
７
４
・
６

６
５
４
へ
。

　

◆
体
験
お
よ
び
説
明
会

（
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
東
京
都

１
５
０
団
）　　

月　

日

１１

３０

（
日
）
午
前　

時
〜
正
午
、

１０

中
央
公
民
館
で
。
参
加
費
無

料
。
年
長
児
〜
小
学
生
。
簡

単
な
ク
リ
ス
マ
ス
ク
ラ
フ
ト

を
作
成
し
ま
せ
ん
か
。
要
申

し
込
み
。
申
し
込
み
と
詳
し

く
は
當
麻
（
と
う
ま
）�
４

７
３
・
７
４
３
０
へ
。

　

◆
み
ん
な
の
う
た
ご
え
喫

茶（
う
た
の
広
場
の
会
）　　
１２

月
７
日
（
日
）
午
後
２
時
〜

４
時
、
市
役
所
１
階
屋
内
ひ

ろ
ば
で
。
参
加
費
３
０
０
円

（
ケ
ー
キ
と
紅
茶
、
貸
し
出

し
歌
集
代
）。
詳
し
く
は
小

坂�
４
７
７
・
４
７
７
１
へ
。

　

◆
カ
レ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
＆
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
（
ネ
パ
ー
ル
学
校
建

設
支
援
の
会
「
夢
勇
気
＆

ユ
ー
」）　　

月　

日（
休
）午

１１

２４

前　

時
半
〜
午
後
５
時
（
コ

１１
ン
サ
ー
ト
は
午
後
２
時
か

ら
）、成
美
教
育
文
化
会
館
で
。

入
場
無
料
。
た
だ
し
、
コ
ン

サ
ー
ト
は
前
売
り
券
２
０
０

０
円
、
当
日
券
２
５
０
０
円
。

ほ
か
に
裁
判
員
制
度
の
学
習

会
あ
り
。
詳
し
く
は
小
谷
野

（
こ
や
の
）�
０
９
０
・
９

３
０
９
・
８
０
１
４
へ
。

　

◆
ク
リ
ス
マ
ス
☆
マ
ー

ケ
ッ
ト
（
ク
リ
ス
マ
ス
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
会
）　　

月　

日

１１

２２

（
土
）
〜　

月
１
日
（
月
）

１２

午
前　

時
〜
午
後
４
時
半
、

１０

ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
ハ
ー
ト

ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
」（
東
本
町　
１５

番
）
で
。
入
場
無
料
。
手
づ

く
り
体
験
講
習
。
平
日
は
大

人
、
土
曜
・
日
曜
日
は
子
ど

も
向
け
（
有
料
）。
予
約
制
。

詳
し
く
は
本
多�
４
７
３
・

３
６
４
８
へ
。

　

◆
太
鼓
と
芝
居
の
た
ま
っ

こ
座�
ゾ
ウ
と
ね
ず
み�
（
東

久
留
米
よ
い
劇
を
み
る
会
実

行
委
員
会
）　　

月　

日

１１

３０

（
日
）
午
前　

時
か
ら
と
午

１１

後
３
時
か
ら
の
２
回
公
演
、

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
。

入
場
料
４
歳
以
上
１
９
０
０

円
。
ど
な
た
で
も
楽
し
め
ま

す
。
太
鼓
の
好
き
な
方
は
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
は
く
さ
ん
保
育
園
・
北
島

�
４
７
３
・
９
６
４
３
へ
。

そ

の

他

　

◆
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点

灯
の
お
知
ら
せ
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
東
久
留
米
フ
ラ
ワ
ー
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
）　

点
灯
日
時
は

　

月　

日
（
土
）
〜　

年
１

１１

２２

２１

月
９
日
（
金
）
の
午
後
４
時

半
〜
午
前
零
時
、
東
久
留
米

駅
西
口
ロ
ー
タ
リ
ー
（
ハ
ナ

ミ
ズ
キ
の
木
周
辺
）
で
。
今

年
で
４
年
目
。
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
佐
藤�

４
７
１
・
２
６
０
７
へ
。　

日
程
の
２
つ
が
あ
り
ま
す
（
い
ず

れ
も
２
日
間
）。
内
容
は
い
ず
れ

も
同
じ
で
す
。
都
合
の
良
い
日
程

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

①
Ａ
日
程
（
定
員　

人
）

１５

　
【
日
時
・
会
場
】
１
日
目
＝　

月
１２

　

日
（
日
）
午
前　

時
か
ら
、
中

１４

１０

央
公
民
館
料
理
室
▼
２
日
目
＝　
２１

年
１
月　

日
（
日
）
午
後
１
時
半

１８

か
ら
、
中
央
公
民
館
第
４
学
習
室

　
【
申
し
込
み
締
切
日
】　

月
１
日

１２

（
月
）

②
Ｂ
日
程
（
定
員　

人
）

２０

　
【
日
時
・
会
場
】
１
日
目
＝　

年
２１

２
月
７
日
（
土
）
午
前　

時
か
ら
、

１０

わ
く
わ
く
健
康
プ
ラ
ザ
調
理
室
▼

２
日
目
＝　

年
３
月
７
日
（
土
）

２１

午
後
１
時
半
か
ら
、
わ
く
わ
く
健

康
プ
ラ
ザ
講
堂

　
【
申
し
込
み
締
切
日
】　

年
１
月

２１

　

日
（
月
）

２６《
Ａ
・
Ｂ
各
日
程
共
通
事
項
》

　
【
内
容
】
１
日
目
＝
「
小
麦
を
使

用
し
た
料
理
教
室
」
▼
２
日
目
＝

「
フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ
地
図
づ
く

り
」　

　
【
対
象
】
市
内
在
住
・
在
学
の
小
・

中
学
生
（
家
族
の
方
も
見
学
可
）

　
【
参
加
費
】
１
人
３
０
０
円
（
食

材
費
。
当
日
集
金
し
ま
す
）

　

申
し
込
み
は
各
締
切
日
ま
で
に

（
必
着
）、
電
子
メ
ー
ル
ま
た
は

往
復
は
が
き
（
申
し
込
み
者
全
員

分
を
１
枚
で
も
可
）
に
住
所
・
氏

名
（
保
護
者
が
見
学
す
る
場
合
は

保
護
者
氏
名
も
）・
学
校
名
・
学
年
・

電
話
番
号
・
往
復
は
が
き
の
場
合

は
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
記
入

の
上
、
〒
２
０
３�
８
５
５
５
、

市
役
所
環
境
政
策
課
あ
て
郵
送
を
。

プ
ラ
ン
2
「
環
境 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

　
「
環
境
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
〜
し

ろ
く
ま
を
救
う
た
め
に
で
き
る
こ

と
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
」
を
テ
ー
マ
に
ア

ニ
メ
鑑
賞
や
話
し
合
い
を
行
い
な

が
ら
、
楽
し
く
地
球
温
暖
化
に
つ

い
て
学
び
ま
す
。
み
ん
な
で
エ
コ

に
つ
い
て
楽
し
く
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。
２
日
間
の
コ
ー
ス
で
開
催

し
ま
す
。
参
加
者
に
は
、
参
加
賞

を
差
し
上
げ
ま
す
。

　
【
日
時
・
会
場
・
内
容
】
１
日
目

＝　

月　

日
（
日
）
午
後
１
時
半

１２

２１

か
ら
、
市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
。
第

１
部
が
「
環
境
に
関
す
る
ア
ニ
メ

の
上
映
」。
第
２
部
が「
現
在
の
環

境
状
況
を
学
び
、
夢
の
環
境
将
来

像
を
考
え
る
」
▼
２
日
目
＝　

年
２１

１
月　

日
（
土
）
午
後
１
時
半
か

２４

ら
、
市
民
プ
ラ
ザ

ホ
ー
ル
。「
環
境

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

（
夢
の
環
境
将
来

像
に
つ
い
て
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
話
し
合
い
ま

す
）」

　
【
対
象
】市
内
在

住
・
在
学
・
在
勤

の
方

　
【
参
加
費
】無
料

　
【
定
員
】　

人
３０

　

当
日
直
接
会
場

へ
。

　

詳
し
く
は
環
境
政
策
課�
４
７

０
・
７
７
５
３
へ
。

プ
ラ
ン
１
「
食
と
環
境 

（
エ
コ
ラ
ン
チ
）
」

　

料
理
を
行
い
、
そ
の
食
材
の
原

料
を
基
に
フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ
地

図
を
作
成
し
ま
す
。
Ａ
日
程
、
Ｂ

　◆環境政策課メールアドレス
kankyoseisaku@city.higashikurume.lg.jp

　
【
所
有
者
】
個
人
（
共
同
所
有
）

　

筆
子
塚
は
、
江
戸
時
代
か
ら
明

治
期
に
か
け
て
、
寺
子
屋
な
ど
で

手
習
い
を
受
け
た
方
た
ち（
筆
子
・

ふ
で
こ
）
が
、
そ
の
先
生
で
あ
る

師
匠
を
偲
（
し
の
）
ん
で
造
り
ま

し
た
。
安
永
４
年（
１
７
７
５
年
）

　

市
で
は
、
市
内
の
経
営
者
（
金

融
保
険
業
、
不
動
産
業
、
風
俗
営

業
を
除
く
）
に
、
低
利
率
で
融
資

を
あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま
す
（
下
表

参
照
）。
ま
た
、
利
用
す
る
方
の

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
利
子

お
よ
び
信
用
保
証
料
の
一
部
を
市

が
助
成
し
て
い
ま
す
（
下
表
「
利

率
」
欄
参
照
）。

　

利
用
の
際
は
、
申
し
込
み
受
け

付
け
後
に
書
類
の
審
査
と
実
質
調

査
を
行
い
ま
す
。
融
資
ま
で
に
４

週
間
前
後
か
か
り
ま
す
。
早
め
に

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

※
こ
の
ほ
か
に
「
大
規
模
小
売

店
舗
へ
出
店
す
る
中
小
企
業
へ
の

融
資
制
度
」
も
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
産
業
振
興
課
労
政
商

工
係�
４
７
０
・
７
７
４
３
へ
。

東久留米市エコキッズプラン
２つのプランで始動

“めんどうくさい”“めんどうくさい”
“もったいない”“もったいない”

からから

へへ
東
久
留
米
市
指
定
文
化
財
に

東
久
留
米
市
指
定
文
化
財
に

筆
子
塚
な
ど　

件

新
た
に
指
定
さ
れ
ま
し
た

３３３
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�

�

�
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月　

日
（
火
）
ま
で 

１１

２５

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を

な
く
す
運
動
」を
実
施
中

　
　

月
の
２
週
間
、
内
閣
府
を

１１
中
心
に
「
女
性
に
対
す
る
暴
力

を
な
く
す
運
動
」
が
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
、
性

犯
罪
、
売
買
春
、
人
身
売
買
、

セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
の
女
性

に
対
す
る
暴
力
は
、
犯
罪
と
な

る
行
為
も
含
む
重
大
な
人
権
侵

害
で
す
。

　

身
近
な
暴
力
を
許
さ
な
い
社

会
の
実
現
を
目
指
し
て
、
セ
ン

タ
ー
も
こ
の
運
動
に
協
力
し
て

い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て

い
る
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
を
シ
ン

ボ
ル
と
し
た
暴
力
防
止
運
動
も

そ
の
一
つ
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご

利

用

く

だ

さ
い 

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

法
務
局
職
員
や
人
権
擁
護
委

員
に
よ
る
電
話
相
談
「
女
性
の

人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を
、　
１１

月　

日
（
月
）
〜　

日
（
祝
）

１７

２３

の
期
間
、
午
後
７
時
（
土
曜
・

日
曜
日
、
祝
日
は
午
後
５
時
）

ま
で
開
設
し
ま
す
。
職
場
で
の

差
別
、
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら

の
暴
力
、
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
、
一
人

で
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
【
相
談
電
話
番
号
】全
国
共
通

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル�
０
５
７
０
・

０
７
０
・
８
１
０

市
民
企
画
講
座

「
あ
な
た
の
ま
わ
り
の 

ク
レ
ー
マ
ー
〜
今
、学
校
で 

起
こ
っ
て
い
る
こ
と
〜
」

　

今
、
学
校
に
理
不
尽
な
ク
レ

ー
ム
を
つ
け
る
親
が
増
え
て
い

ま
す
。
取
材
に
よ
っ
て
浮
き
彫

り
に
な
る
「
学
校
現
場
の
闇
」

を
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
立
場
か

ら
指
摘
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

企
画
運
営
は
男
女
平
等
を
進
め

る
市
民
の
会
「
か
り
ん
」。

　
【
日
時
】　

月　

日
（
土
）
午

１１

１５

後
２
時
〜
４
時

　
【
会
場
】男
女
平
等
推
進
セ
ン

タ
ー

　
【
講
師
】フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
の
多
賀
幹
子
氏

　
【
定
員
】
先
着　

人
２４

　
【
参
加
費
】
無
料

　

当
日
直
接
会
場
へ
。

　

詳
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー�
４

７
２
・
０
０
６
１
（
火
曜
日
休

館
）
へ
。

20.  11.  15

化
を
知
る
上
で
貴
重
で
す
。
後
ろ

に
銘
（
め
い
）
の
な
い
地
蔵
菩
薩

石
像
が
置
か
れ
、
親
子
地
蔵
と
呼

ば
れ
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

覆
屋
（
お
お
い
や
）
も
大
正
期
の

も
の
で
す
。

有
形
民
俗
文
化
財 

第　

号「
地
蔵
菩
薩
石
像
」

３０

　
【
所
在
地
】
柳
窪
４
ノ　

、
路
傍

１１

　
【
管
理
者
】
柳
窪
自
治
会

　

年
号
部
分
が
見
え
な
く
な
っ
て

い
ま
す
が
、
江
戸
時
代
後
期
の
造

立
と
考
え
ら
れ
る
地
蔵
菩
薩
石
像

（
高
さ
約
１
５
０��
）
で
す
。

横
に
は
市
指
定
文
化
財
の
庚
申
塔

（
明
和
元
年
・
１
７
６
４
年
）
と

石
橋
供
養
塔
（
明
和
６
年
）
が
並

ん
で
い
ま
す
。
江
戸
時
代
の
面
影

を
残
す
旧
柳
窪
集
落
の
路
傍
に
あ

り
、
当
時
の
村
名
の
「
柳
久
保
村
」

が
刻
ま
れ
て
い
る
貴
重
な
文
化
財

で
す
。

　

今
回
の
指
定
を
受
け
、
市
指
定

文
化
財
は　

件
と
な
り
ま
し
た
。

６１

市
の
歴
史
と
文
化
を
今
に
伝
え
る

文
化
財
は
、
貴
重
な
宝
で
す
。
大

切
に
保
護
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
郷
土
資
料
室�
４
７

２
・
０
０
５
１
へ
。

図
書
の
書
評
と
主
催
講
座
レ
ポ
ー

ト
▼
パ
パ
ク
ラ
ブ
＠
東
久
留
米

へ
！
〜
よ
く
ば
っ
て
楽
し
く
生
き

た
い
パ
パ
集
合
〜
▼
同
セ
ン
タ
ー

の
利
用
・
相
談
案
内
、
今
後
の
講

座
情
報

　
【
配
布
場
所
】
市
民
プ
ラ
ザ
、
男

女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
、
市
内
公

共
施
設
、
金
融
機
関
の
窓
口
等

　

詳
し
く
は
生
活
文
化
課�
４
７

０
・
７
７
３
８
へ
。

　
【
今
号
の
主
な
内
容
】
特
集
＝

き
っ
と
観
（
み
）
え
て
く
る　

あ

な
た
の
生
き
方
〜
シ
ネ
マ
ｄ
ｅ
お

し
ゃ
べ
り
上
映
作
品
を
振
り
返
る

〜
▼
ト
ッ
プ
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
＝

第
二
の
人
生
を
地
域
の
中
で
〜
自

宅
に
地
域
交
流
サ
ロ
ン「
山
野
草
」

を
開
い
た
鈴
木
瀧
太
郎
さ
ん
・
春

江
さ
ん
〜
▼
情
報
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

＝
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
所
蔵

「
と
き
め
き
」

「
と
き
め
き
」

「
と
き
め
き
」

男
女
共
同
参
画
情
報
誌

男
女
共
同
参
画
情
報
誌

第41号
を配布中
第41号
を配布中

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
認

知
症
に
つ
い
て
正
し
い
理
解
を
持

ち
、
地
域
で
生
活
し
て
い
る
認
知

症
の
方
や
、
そ
の
家
族
の
方
を
温

か
く
見
守
り
、
自
分
に
で
き
る
範

囲
で
支
援
す
る
方
を
い
い
ま
す

（
資
格
取
得
の
講
座
で
は
あ
り
ま

せ
ん
）。

　
【
日
時
】　

月　

日
（
金
）
午
後

１２

１２

２
時
〜
４
時
（
１
時
半
か
ら
受
け

付
け
）

　
【
会
場
】わ
く
わ
く
健
康
プ
ラ
ザ

１
階
講
堂

　
【
講
義
内
容
】①
認
知
症
の
正
し

い
理
解
や
接
し
方
に
つ
い
て
②
サ

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
で
き
る
こ
と
、

な
ど

　
【
対
象
】
市
内
在
住
・
在
勤
で
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受

講
し
た
こ
と
の
な
い
方

　
【
定
員
】
１
０
０
人
（
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
。　

月
５
日

１２

〈
金
〉
ま
で
に
返
信
し
ま
す
）

　
【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
は　

月　

日
（
金
）

１１

２８

ま
で
に
（
必
着
）、
往
復
は
が
き
に

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
職
業
・

年
齢
（
在
勤
の
方
は
勤
務
先
名
・

所
在
地
）
を
記
入
の
上
、
〒
２
０

３�
８
５
５
５
、
市
役
所
介
護
福

祉
課
地
域
ケ
ア
係
「
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座（　

月　

日
）

１２

１２

申
し
込
み
」
係
あ
て
郵
送
を
。

　

※
受
講
終
了
後
、
登
録
者
に
は
、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
目
印
と
な

る
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」
を
差
し

上
げ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
同
係
（
内
線
２
５
０

１
、
２
５
０
２
）
へ
。

　

認
知
症
の
方
を
介
護
し
て
い
る

家
族
の
交
流
会
を
行
い
ま
す
。
介

護
に
よ
る
不
安
や
心
配
ご
と
な
ど
、

日
ご
ろ
抱
え
て
い
る
思
い
を
気
軽

に
話
し
ま
せ
ん
か
。

　
【
日
時
】　

月　

日
（
月
）
午
後

１１

１７

１
時
〜
２
時
半
（　

年
１
月
、
３

２１

月
も
開
催
し
ま
す
）

　
【
会
場
】
男
女
平
等
推
進
セ
ン

タ
ー
会
議
室

　
【
対
象
】認
知
症
の
方
を
介
護
し

て
い
る
家
族

　
【
参
加
費
】
１
０
０
円
（
茶
菓
子

代
な
ど
）

　

申
し
込
み
は
、
認
知
症
の
方
が

居
住
す
る
地
域
を
担
当
す
る
次
の

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
。

　

①
上
の
原
、
神
宝
町
、
金
山
町
、

氷
川
台
、
大
門
町
、
東
本
町
、
新

川
町
、
浅
間
町
、
小
山
に
居
住
の

方
＝
東
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
・
菊
地�
４
７
３
・
９
９
９
６

　

②
学
園
町
、
ひ
ば
り
が
丘
団
地
、

本
町
、
幸
町
、
中
央
町
、
南
沢
、

前
沢
一
〜
三
丁
目
、
南
町
に
居
住

の
方
＝
中
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
・
柿
木
（
か
き
の
き
）�
４

７
０
・
８
１
８
６

　

③
前
沢
四
〜
五
丁
目
、
滝
山
、

下
里
、
柳
窪
、
野
火
止
、
八
幡
町
、

弥
生
に
居
住
の
方
＝
西
部
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
・
須
佐�
４
７

２
・
０
６
６
１

　

詳
し
く
は
各
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
。

男女平等推進
センターだより

No③

東
久
留
米
の
民
具

　

展
示
公
開
か
ら
１
年
が
経
過

し
、
展
示
コ
ー
ナ
ー
の
「
東
久

留
米
の
民
具
」
の
一
部
展
示
変

え
を
行
い
ま
し
た
。　　
　
　

　

庶
民
の
生
活
の
道
具
で
あ
る

民
具
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類

が
あ
り
ま
す
。
郷
土
資
料
室
で

は
、
東
久
留
米
の
特
産
で
あ
っ

た
麦
作
り
の
道
具
と
日
常
の
生

活
用
具
を
展
示
し
て
い
ま
す
が
、

今
回
は
新
し
く
展
示
し
た
生
活

用
具
の
い
く
つ
か
を
紹
介
し
ま

す
。菅

笠
（
す
げ
が
さ
）・ 

蓑　

（　
み　

の　
）　

　

昔
の
雨
具
で
す
。
菅
笠
は
ス

ゲ
や
藁
（
わ
ら
）
な
ど
の
植
物

を
縫
い
、
つ
づ
っ
て
作
っ
た
雨

笠
で
す
。
蓑
は
雨
や
雪
を
防
ぐ

外
套
（
と
う
）
で
、
藁
な
ど
で

で
き
て
い
ま
す
。
細
か
い
と
こ

ろ
ま
で
入
念
に
作
ら
れ
て
い
て
、

当
時
の
方
た
ち
の
知
恵
と
技
術

の
高
さ
を
し
の
ば
せ
ま
す
。

炭
火
ア
イ
ロ
ン

　

明
治
中
期
に
イ
ギ
リ
ス
で
発

明
さ
れ
、
日
本
に
も
普
及
し
た

ア
イ
ロ
ン
で
す
。
中
に
火
の
付

い
た
炭
を
入
れ
て
暖
め
て
使
い

ま
し
た
。
上
に
は
ガ
ス
を
抜
く

煙
突
が
つ
い
て
い
ま
す
。
電
気

ア
イ
ロ
ン
が
で
き
る
ま
で
活
躍

し
ま
し
た
。

ガ
ラ
ス
の
ハ
エ
取
り
器

　

ガ
ラ
ス
で
作
ら
れ
た
ハ
エ
を

取
る
道
具
で
す
。
タ
マ
ネ
ギ
形

を
し
た
ガ
ラ
ス
の
底
の
中
央
が

丸
く
湾
曲
し
て
立
ち
上
が
り
、

そ
の
先
端
に
穴
が
空
い
て
い
ま

す
。
容
器
の
中
に
米
の
と
ぎ
汁

な
ど
を
入
れ
、
下
に
飯
粒
な
ど

の
え
さ
を
置
い
て
お
く
と
、
ハ

エ
が
下
か
ら
入
り
、
出
ら
れ
な

く
な
っ
て
水
の
中
に
落
ち
る
仕

組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
家
庭

や
牛
舎
な
ど
で
使
わ
れ
ま
し
た
。

　

郷
土
資
料
室
に
は
、
こ
の
ほ

か
に
石
器
時
代
や
縄
文
時
代
の

土
器
・
石
器
な
ど
を
展
示
し
た

「
歴
史
展
示
室
」
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
最
近
の
遺
跡
発
掘
調
査

成
果
や
指
定
文
化
財
の
パ
ネ
ル

展
示
も
充
実
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
昔
の
生
活
が
実

感
で
き
る
郷
土
資
料
室
へ
、
ぜ

ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◎
郷
土
資
料
室

　
【
所
在
地
】
滝
山
４
ノ
３
ノ　

、
１４

わ
く
わ
く
健
康
プ
ラ
ザ
北
棟
２

階
（
西
武
バ
ス
「
東
久
留
米
駅

西
口
」
か
ら
「
滝
山
営
業
所
」

行
き
で
、「
団
地
セ
ン
タ
ー
」
バ

ス
停
下
車
、
徒
歩
５
分
）

　
【
開
室
時
間
】
月
曜
〜
土
曜
日
、

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
半
（
休

室
日
は
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
・

年
始
、
資
料
整
備
の
た
め
の
臨

時
休
室
日
）

　

詳
し
く
は
同
室�
４
７
２
・

０
０
５
１
へ
。
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

に
造
立
（
高
さ　��
の
石
製
）

６６

さ
れ
た
市
内
最
古
の
も
の
で
す
。

東
久
留
米
市
の
教
育
の
歴
史
を
知

る
う
え
で
貴
重
な
文
化
財
で
す
。

有
形
民
俗
文
化
財 

第　

号「
地
蔵
菩
薩
石
像
」

２９

　
【
所
在
地
】
中
央
町
５
ノ
７
、
路

傍
　
【
所
有
者
】
個
人

　

旧
秩
父
道
（
所
沢
街
道
）
に
面

し
た
路
傍
に
立
つ
地
蔵
菩
薩
石
像

（
高
さ
約
１
９
５��
）
で
す
。

宝
暦　

年
（
１
７
６
０
年
）
の
造

１０

立
年
が
台
座
に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

台
座
に
は「
武
州
多
摩
郡
前
澤
村
」

の
村
名
や
願
主
の
ほ
か
に
、
両
側

面
に　

人
の
村
人
の
寄
進
者
名
が

５６

み
ら
れ
、
旧
前
沢
村
の
歴
史
と
文

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
市
文
化

財
保
護
審
議
会
（
会
長
は
女
子
美

術
大
学
名
誉
教
授
の
岡
田
芳
朗

氏
）
の
答
申
を
受
け
、
新
た
に
３

件
の
文
化
財
を
市
指
定
文
化
財
に

指
定
し
ま
し
た
。

　

新
し
く
指
定
さ
れ
た
文
化
財
は

次
の
通
り
で
す
。

史
跡
第
６
号
「
筆
子 

塚
（
ふ
で
こ
づ
か
）
」

　
【
所
在
地
】
柳
窪
５
ノ
８
、
墓
所

内

史
跡
第
６
号
指
定
の
「
筆
子
塚
」

有
形
民
俗
文
化
財
第　

号
指
定
の

２９

「
地
蔵
菩
薩
石
像
」

有形民俗文化財第３０号指定の有形民俗文化財第３０号指定の
「地蔵菩薩石像」「地蔵菩薩石像」

昔
の
雨
具
だ
っ
た「
菅
笠
と
蓑
」

家
族
の

交
流
会
「
つ
つ
じ
会
」

「
つ
つ
じ
会
」

「
つ
つ
じ
会
」

「
つ
つ
じ
会
」

ご参加
ください
ご参加
ください

認
知
症
の
方
を
介
護
す
る

自
分
に
で
き
る
範
囲
で
支
援

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

中小企業への
各種資金融資

ご利用ください

�炭火アイロン

ガラスのハエ取り器�

郷郷土土資資料料室室
だ
よ
り

No.3

 中小企業への融資制度一覧 ４月１日現在

※返済方法は、いずれの制度も割賦償還。

※利率の適用は、融資実行年月日の該当する年度となります。

※申し込み時点で、申込金額と信用保証協会の保証付融資残高との合計が１,２５０万円以下であること。

※返済方法は割賦償還によるものとし、融資期間が６カ月以内の場合は、一括償還もできます。

※利率の適用は、融資実行年月日の該当する年度となります。

融 資 期 間利率融資限度額融 資 対 象融　資　要　件制度・条件

５年以内
（据え置き６
カ月を含む）

２.２７５％
本人
１.１７５％
市支給
１.１％

５００万円

事業に必要な原材料の
仕入金及び、給料の支
払いに必要な資金等の
流動的な資金

①小規模企業者であること
②上記「中小企業資金融資」の融
資要件①～⑥に該当すること

運転資金
小

口

零

細

企

業

資

金

融

資

７年以内
（据え置き６
カ月を含む）

７００万円
店舗、工場または倉庫
の増改築及び機械器具
等の購入に必要な資金

設備資金

５年以内
（据え置き６
カ月を含む）

２.２７５％
本人
０.７７５％
市支給
１.５％

５００万円

運転資金として使用
し、事業に必要な原材
料の仕入金および給料
の支払いに必要な資金
等の流動的な資金

上記①・②および
・最近３カ月間または１年間の売
上高（生産高）が、前３年のい
ずれかの同期と比較して１０％以
上減少しているこ

不況対策
緊急資金

 小口零細企業への融資制度一覧 ４月１日現在


